
I P フ ォ ン で ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 加 速 す る 。

SIP 準拠IP電話機「 IP  NetPhone  SX」は、

IPセントレックスサービスやIP - PBXに対応し、

オフィスで 音声システムのI P 化を実現します。

さらに、優れた操作性やクリアな音質はもちろん、

ビジネスシーンで不可欠な電話機能を提供します。



漢字表示対応大型チルトディスプレイ搭載

漢字対応全角10桁×4行表示のLCDを搭載しています。さらに
見やすい角度に調節できるチルトディスプレイ機構を採用しています。

着信画面 発信履歴画面 着信履歴画面

電話帳機能により、カナ検索発信が可能

最大500件の電話帳登録が可能。カナ検索により簡単発信が
可能です。登録操作も電話機から
簡単にカナ登録が可能です。
また、PCからのデータダウンロード
により漢字登録も可能です。

電話帳画面

便利な30個のフレキシブルキー

フレキシブルキーに外線着信／パーク保留等を割り付けて
複数の外線着信に対応できます。
その他にもワンタッチダイヤル等便利な機能を登録可能です。
※SIPサーバ等がサポートしている必要があります。

ハンズフリー通話／ヘッドセット対応

スピーカ、マイクを内蔵し、ハンズフリー通話に対応。また、コールセンター
に欠かせないヘッドセット（別売推奨品）による通話も可能です。

IP電話でありながら高い通話品質を実現

自動ゆらぎ補正機能、VLANフロー制御・ToS優先制御機能により、
IP電話でありながら公衆網を利用した固定電話と較べ
遜色ない通話品質を実現します。

「サクサIPフォンマネージャ」で一元管理が可能

サクサIPフォンマネージャ（管理用PCソフト、別売）により、
IP NetPhone SXの運用状況が一元管理でき、設定データの
変更や最新サービスへの一括バージョンアップが簡単に行えます。

型　式 INP120（W）［SA］

回　線

接続インタフェース 10BASE-T／100BASE-TX

ポート数 2ポート（スイッチングHUB）

プロトコル仕様 SIP（RFC3261準拠）、DHCP、TCP、UDP、RTP、FTP、DNS、SNTP

音声圧縮方式 G.711（μLaw）、G.729A

QoS 自動ゆらぎ補正機能　IEEE802.1p／Q準拠

液晶表示 全角10桁（半角20桁）4行

フレキシブルキー 30キー

電　源 LAN給電（IEEE802.3af準拠）／AC100V（ACアダプタ ※別売オプション）

寸　法 ／ 重　量 180mm×236.6mm×83.2mm／約900g

消費電力 10VA（最大）
使用条件 温度：0〜40℃／湿度：20〜85％RH（結露なきこと）

●本カタログの製品写真は印刷物のため実際の色と若干異なることがあります。 
●電話機のディスプレイ面は、はめ込み合成によるイメージです。 ●製品の改良等

により、外観及び性能の一部を予告無く変更することがあります。 ●ネットワーク上の音声パケットをモニ
タする等、盗聴されることがありますのでご注意ください。 ●本商品はICなどの電子部品を採用している
ため、テレビ、ラジオ、アンプ、スピーカボックス、電子レンジなど、電磁波や磁気の発生する機器のそばで
のご利用は、雑音の発生や通話が切れるなどの原因となる場合もありますので、避けてください。 ●本商
品の故障・誤動作、または停電などの外部要因で電話機が正常に機能しなかったことによる付随的損害
補償については、当社では一切責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 ●本商品の補償性能
部品の最低保有期間は、製造打切後7年です。 ●本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿
易管理法並びに米国輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをおとりください。

■ ご注意
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❶	着信ランプ
❷	フレキシブルキー
❸	MFキー
❹	確定キー
❺	クリアキー
❻	応答／内線キー
❼	保留キー
❽	スピーカキー
❾	短縮（電話帳）キー
❿	発信キー

❷

❽

簡単操作が可能なマルチファンクション（MF）キー採用

電話機の設定、アドレス帳・発着信履歴の
表示／選択などは、電話機本体の
ディスプレイの表示内容に従って、

「マルチファンクション（MF）キー」から
操作できます。携帯電話と同様の感覚で、簡
単に操作できるので安心です。 マルチファンクション（MF）キー 外観・操作キー

チルトディスプレイ

❾ ❿

高い 操 作 性はもちろん 、便 利 な 業 務サ ポート機 能 を搭 載 。

●	ご使用の際は、取扱説明書をお読みの上、正しくお使いください。
●	水、湿気、湯気、ほこり、油煙等の多い場所に設置しないでください。
	 火災、故障、感電の原因になることがあります。

安全に関する
ご注意

このカタログの記載内容は2006年9月現在のものです。
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